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５　�スマート農業の内容（２）�
― データの活用 ―

これらのきゅうりの生産に関わるさまざ
まなデータの収集、利用が部会員の経営に
どのように生かされているのかを次に確認
する。第１には、各農家が自らのハウス内
環境をリアルタイムで確認することで、環
境の異常な変化を早期に発見し、素早く対
処することで安定した環境制御を可能とし
ていることである。

第２には、共有したデータを部会の勉強
会で活用し、部会総体の技術レベルを向上
させることである。各部会員が自らのデー
タと他の部会員（特に技術水準の高い部会
員）のデータを比較することで、自らの問
題点、課題を発見でき、その改善が図られ
る。それを多数の部会員が参加している勉
強会において集団で行うことの意義も大き
い（写真３）。

第３には、光合成チャンバー、クロロ
フィル蛍光計測器などで得られた、これ
まで知ることができなかったデータを分
析することで、栽培技術の改良、新たな

技術導入が図られていることである。光
合成チャンバーで計測した光合成速度や
蒸散速度と日射量、温度、湿度との関係
を分析することで、最適な環境条件を検
討している。これらのデータを活用した
具体的な技術改良の例としては、天窓制
御の改良（換気による急激なハウス内環
境の変化を生じさせないような制御）、透
明保温カーテンの改良（外気象の温度だ
けでなく、日射や風の影響も考慮に入れ
た制御）、遮光カーテンの改良（日々の天
気の変化に合わせた遮光設定値の自動調
整）などがある。また養液土耕栽培での
吸水量、吸肥量のデータから土耕栽培で
の適切な給水量、施肥量も割り出してい
る。

第４には、収集したデータが有効に生か
させるように環境制御機器を拡充し、その
有効利用を進めていることである。収集し
たデータを有効に生かすためには、データ
から得られた最適な環境条件を実現する環
境制御のシステムの整備が必要である。部
会員の中では環境や生育などに関するデー
タの収集、分析を進める中で、ハウス内環

写真３　部会の勉強会風景
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境制御機器の導入が急速に進んだ。CO2発
生機はこの10年間で倍増し、全ハウスに
導入されている。ミスト装置も2013年に
はわずか６台であったのが、2020年には
31台に急増し、導入面積でみても過半に
達している。

現在、統合環境制御盤（プロファームコ
ントローラー）の導入が進められている。
2017年にはわずか２台であったものが、
2020年 に は15台 に 達 し、 導 入 面 積 も
300アールを超えている。統合環境制御
盤は、ハウス内環境をモニタリングし、最
適な環境となるように環境制御機器を自動
的に操作するものである。統合環境制御盤
が威力を発揮するためには、装置に設定す
る環境条件が適切であることが重要であ
る。部会では、収集したデータの分析で得
られた成果から設定する環境条件の改善を
進めている。

これまでの成果というより今後の課題と
なるが、第５には、農作業データを生かし
た作業管理の改善、労働生産性の向上につ
なげることである。部会員が入力した作業
日誌から作業者ごとの作業時間、作業効率
を求め、適切な作業員配置につなげること
を目指している。その際には、植物の生育

情報や後述する収量予測と連動させ、事前
に作業量を予測することで、その効果を
いっそう高めることも期待している。

第６には、植物の生育情報と天気予報と
連動させて収量予測を行うことである。そ
のことで、効率的な作業員配置を行うとと
もに、出荷販売にも生かしていくことを目
指している。これまでの実証事業では収量
予測は、数パーセントの誤差という高い精
度を達成している。

図６にＪＡ西三河きゅうり部会が目指す
データ駆動型農業の全体像を示したが、生
産資材（品種）から栽培、流通・消費まで
のバリューチェーン総体を対象とし、生産
量の向上とともに生育、収量予測に基づく
効果的な生産管理と出荷計画による高いレ
ベルの農業経営の実現を目指している。

６　まとめ�
― ＪＡ西三河きゅうり部会のスマート
農業の特長― 

ＪＡ西三河きゅうり部会のスマート農業
は、施設野菜での集団的なスマート農業の
先進的な取り組みとして評価できる。最後
に、その特長を３点指摘して、まとめとし

図６　ＪＡ西三河きゅうり部会が目指すデータ駆動型農業の全体像

資料：愛知県農業総合研究所普及戦略部
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たい。
第１に、データの収集からデータの分析

に基づく生産、出荷管理まで体系的なシス
テムの構築を進めていることである。ス
マート農業の主要な構成要素は、匠の眼

（ビッグデータ、リアルタイムのセンシン
グなど）、匠の頭（AIなど）、匠の手（自動
運転トラクターなど）の三つが挙げられて
いる。この三つの要素が効果的に組み合わ
されることで、スマート農業はより大きな
能力を発揮できる。しかし、これまでのス
マート農業の実践事例では、必ずしも三つ
の要素すべてが取り込まれているとは限ら
ない。特に施設栽培においては、センシン
グ機器の発達で匠の眼の部分に注目が集ま
りがちである。しかし、ＪＡ西三河きゅう
り部会では、最先端のセンシング機器を導
入するとともに、そこで得られたデータの
分析から技術レベルの向上、新たな技術の
改良につなげる仕組みづくり、その成果を
実際の栽培管理に生かすための環境制御機
器の導入が進められており、まさに三つの
要素を有効に組み合わせたシステムづくり
が進められている。

第２には、スマート農業の推進によって、
部会員の能力向上と高い能力が高い生産性、
収益性につながることを目指していること
である。スマート農業というと、自動化、
マニュアル化によって求められる技能水準
を引き下げるものと理解されがちである。
実際、スマート農業の機能として、篤農家
の技能、いわゆる暗黙知を見える化し、引
き継がれることが期待されている。しかし、
ＪＡ西三河きゅうり部会のスマート農業で
は、高い技能が重要なキーワードとなって
いるようにみえる。取り組みの当初から部
会の勉強会が始められ、そこでの収集した

データの検討が重要な取り組みとなってい
る。さまざまなデータを収集しているが、
それを理解し、環境制御機器を使いこなす
には高い知識と能力が求められる。ＪＡ西
三河きゅうり部会のスマート農業は、最先
端のセンシングおよび環境制御の機器とと
もに、それを生かすことのできる部会員の
高い技能によって支えられている。

第３には、第２の特長とも関連するが、
部会としての地道な取り組みと関係する機
関、企業との協力連携によって進められて
いることである。スマート農業は、自動運
転トラクターなどによって注目が集まり、
国としてもさまざまな事業をつくり、積極
的に推進している。スマート農業の取り組
み事例の中には国の事業を契機として取り
組まれているものもあるが、ＪＡ西三河
きゅうり部会の取り組みは、スマート農業
が注目を集める前から取り組まれており、
その発展プロセスの一環として国の事業も
利用しながら、先端機器を導入してレベル
アップを図っている。スマート農業は先端
研究と先進機器が基礎となっているため、
多くの場合、研究機関と関連企業が中核的
な役割を担うことになる。しかし、ＪＡ西
三河きゅうり部会でもさまざまな研究機
関、企業と連携しながらスマート農業を進
めているが、注目すべきことは、その中心
には部会、特に栽培委員会を拠点とする中
核的なメンバーがいることである。個々の
要素技術は開発に関わった研究機関、企業
と連携して導入しているが、スマート農業
全体を設計し、コントロールしているのは
部会である。部会がスマート農業推進の主
体となっているからこそ、部会員の能力向
上にもつながっていると考えられる。


